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第 1章緒 言
凡そ腎細胞の機能を知らんとするには，正常時の
腎細胞の形態特にその微細構造を知悉するを要す。
而して古来腎細胞尿管上皮の組織学的或は細胞学的
研究は多々存すると雄も，過去の細胞形態的研究は
主として光学顕微鏡を以て行われたるを以て，其の 
解像能力を超えたるが如き微小体の研究 K関して
は，必ずしも正鵠を得たるものには非ず。即ち余は 
ζの点に鑑み，電子顕微鏡花依りて腎細尿管上皮の
微細構造を究明せんと欲せれ
余は，実験動物トノサマ芳、エ;1-(Rana nigro-
maculata)を用い細尿管上皮の細胞形質内微細構
造を検索したり。特に余が興味を持ちて観察したる
点は，森田(1931)の Mikrosomenなるもの〉上
皮細胞内における電子顕徴鏡的所見並びにこれが，
Mitochondria，Basalstreifen，Burstensaum並
びに Flimmerhaare等との聞に示す関係に就て知
らんとしたる事にあり，その一部lζっき光学顕微鏡 
細胞学的に解明せられたる所なるが，さらに高倍率
電子顕微鏡花よりてその欠を補わんことを企図せ
り。
第2章材料及び技術 
研究材料としては千葉県下に自棲せる該動物の腎
を採取使用せれ即ち一般的術式により成蛙を撲殺
せる後，可及的速かに約 2mm大の腎片を別出し， 
直ち K1%オスミウム酸溶液K投入， 4--5時間固定
を行う。
第 4節空胞及び頼粒
第 5節刷 子 縁
第 6節繊 毛
第 4章結 論
参考文献
附図及び附図解説
次いでフk洗，上昇アルコ.....，;1--列を通過せしめて脱
水し，プラスチッグぞノマ ~Iζ包埋せり。而して，
超薄切片用ミクロトームを使用，所定の如く標本を
製作せり。
加之叉 Ciaccio，Schutz，Sjδval1，その他の国
定液にて固定し，パラフィシ包埋せる材料を， Heiden
hain鉄へマトキシリン染色を行いたる光学標本に
就き，比較検討を行いたり。
第3章 自己所見並びに批判
第 1節 Mikrosomen
先づ第一腎細尿管上皮の細胞形質中lとは極めて徴 
細なる球状体充満せるを認む。即ちその大きさは大
なるものは光学顕微鏡を以て辛うじて観察し得る位
のものより，電子顕微鏡により始めて，その存在を
明らかに認知し得る大きさのものに及び，更に小な 
るものに至りては電子顕徴鏡を用いても辛うじて認
知し得る位小型のものも存する事を知り得たれ
(Figs. 1，2) 
か》る微細頼粒体は細胞形質の基本的重要意味を
現わす要素ならんと思わる訟ものにして，既に森田
1931年，光学顕微鏡花よりて，細胞形質におけるか
くの如き徴粒体の存在を確認し，これを Mikroso・ 
menと呼ぴたり。
然れども，上記の如く電子顕微鏡花依る時は，従
来光学顕微鏡的lζ認め得ざりし程微小なる Mikro-
somenをも無数に検出し得るものなれ電子顕微
鏡写真K認め得る微小頼粒と量生も，その大きさは大
小区々 lとして，光学顕微鏡にて認めらる〉大きさの
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ものとの聞には，明らかに大きさに於て移行型を存
し，微小なる Mikrosomenは場合によりて発育成
長して大型のものとイじするものありと信ぜらる。
但し斯かる Mikrosomenと所謂 Mitochondria
なるものとは明らかに異なりたる物体なり。従来多
くの光学的細胞学者は顕徴鏡の不完全に依り Mik-
rosomenと小型粒状の Mitochondriaを混同視
し，或いは Mikrosomenの存在を否定せんとせ
り。但し現在に於て電子顕微鏡所見によりてはこの
両者の区別は明確にしていき〉かも疑いを扶むに由
なし。即ち， Mitochondria には後述せんとする特
殊なる内部構造あり。 ζれに反し Mikrosomenは
単に暗点状の物体として認めらる〉が，或は形態の
大なるものにありては，中心部明淡にして周辺を濃
密なる膜を.l;J、てめぐらしたるが知き小空胞状の物体
として認めらる、事多し (Figs.5，17)。森田(1958)
は， /小 I 詑 叩omenを C. 止 刀叩omenト、型点状の Mikζros kro I詞.Mi s
大型胞状lにζ認認、めらる〉ものを S
{付寸けたり。
か〉る場合，暗点頼粒状の C-Mikrosomenと柏
大型なる S-Mikrosomenとは密接なる関係Kあり
て両者互に附随せり。且つ C-Mikrosomenは著し 
く小型にして約 5mμS-Mikrosomenは大型(約 
30mμ〉なるが故lζ，C-Mikrosomenは S-Mikr・0-
somenの壁iと附着せり。
かぐの如く Mikrosomen Kは形態学的に少なく
とも 2型を分類し得るものにして，相互に移行型と
J思考せらる〉が如き像も屡々認め得るものなるが此
の点尚将来の研究を要す。
即ち細胞の機能状態lとよりその 1型が他型よりはる
かに多量に包含せらる〉 ζ とあり，叉細胞内lζ於け
る分布状態l乙差異を認、むる ζと少なからず。此の点
に関し，黒住(1957)は，ウニ卵細胞はっき電子顕
微鏡により Mikrosomenの形態を観察し， ζれを
2型に分類し， solid microsome及び vesicular
microsomeと名付けたり。
而して彼は.r小型の solidmicrosomeの成長増 
大によって大なる vesicularmicrosomeが生ずる
と思考する Jと記載せれ 
Mikrosomen頼粒は電子顕微鏡像lζ於て不規則
に散在状態を示す場合もあれど多くの場合，粒子は
一列糸状に排列して，念珠状を呈し，電子顕微鏡に
よりて，叉光学顕微鏡的の観察l乙依りても均等性の
や〉暗色を呈する物質にオスミウム好染性の〉あり
て，殊lとC 
状，或は糸状をなして隣接せる多数の Mikrosomen
を連結包埋す。
かくの如く Mikrosomenを連結或は包埋する暗
色の物質が森田の A~ 物質と名付けたるものに一致
す。か与る Mikrosomenを連結せる A物質による
念珠・状糸は Mikrosomenの示す特性とも称すべき 
ものIとして，屡々蛇行するが如く走り，或は，隣接
する同種の構造と結合すれば，遂に不規則なる網眼
を作る場合あり (Figs.2，12)。而して，同一念珠
状糸の中にありても，上記 S-Mikrosomenは大型
にして， C-Mikrosomen は小型K止り，大小区々
として定まらざる場合あり。
第 2節 Mitochondria
腎細尿管細胞K於ける Mitochondriaは制尿管
の部位によりてその数及び排列を異にす。然れど
も，個々の Mitochondriaの形態並びに内部構造
につきでは，根本的の差あることなし。
従って余はこ'>1"[蛙腎細胞にみらる'> Mito-
chondriaの一般的構造を論じたる後，細尿管各部
における差異に言及せんとすο
余が電子顕徴鏡写真に於て認めたる Mitochon-
driaの形態は，附図の示す如く或は円形，惰円形、
lζ，或は不規則lζ延びたる揮状或はコシマ状等をな 
して現はる (Figs.4，8，12)。 
周辺広明瞭なる被膜を有する場合多けれど，その
不明瞭なる例も亦少なからず。被膜の不明なる場合
にありても内部に特異なる構造を有するを以て，そ 
の他の粒体との鑑別は大率容易なり。即ちその内部
構造として，多数の糸状或は紐状の構造体を認むる
ことなり。
か》る紐状物は，超薄切片Iとよりて明瞭に現わる
》ものにして厚き切片に於ては観察する事能わず。
詳細に観察すれば，その両縁の濃度は，中心部に比
して濃厚にして 2本の平行せる濃線として認めらる 
与もこの線には諸処K結節膨大部を認む。しかしな 
がら， Palade (1953)は，か〉る構造が Mitochon-
driaの周辺被膜よりの突出なりとし，乙れに Cris-
tae mitochondrialesなる名称を与え， Sjostrand 
(1953)は innerdouble membralleと称えたり。 
Palade (1953) -a system of internaI ridges 
(cristae mitochondriales) that protrale form 
the inside surface of the membrane towards 
the interior of the organeI1e ...。 
Sjδstrand (1953) - The mitochondria are 
rod-shaped and lined by all outer double 
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membrane. In the interior of the mitochon-
dria there is a great number of transversally 
oriented inner double membrane ... . 
Mitochondria内部構造は必ずしも常に上述の如
きものとは限らず。 
時としては， Mitochondria内部K多数の小輪状
物体を含有することあり (Figs. 4~6)。か〉る輪状 
物はむしろ楕円形或はや〉伸びて両端の閉ぢ?こる二 
重線として見らる〉も，その排列の方向は不定な 
り。乙れ Mitochondria内K管状の紐状体の包含 
せらる〉場合あることを示すものにして小輪状物は
その横断面に属し，や〉長き楕円{本等はその斜断せ
られたるものならん。
下等動物の MitochondriaK於ては所謂 cristae
が管状のものありとなす ζとは， Powers，Ehret， 
及び Roth (1955) Iとよりゾウリムシiと於て発見せ
られ，叉 Bradfield (1953)，小木曾(1957)は昆虫 
lζ於てこれを認めたり。 
Bradfieldー  invarious insect cells (salivary 
glands of chironomus and Malpighian tubules 
of Gralleria) which we have studied it appe-
ars likely that at least some of the internal 
double membranes of mitochondria arise 
from tubules and not from hol1ow disks or 
sheets. 
小木曾ー屡々か〉る二重平行線より或る縞目が
断続して出現する乙と及び細管の横断を思わしめる 
空胞状或は小輪状の像を Mitochondria内に認む 
る点に関して推察すれば，少なくとも或種の Mito-
chondria内lζ細管状の構造物が含まれ得る可能性
を否定し得ざるなり。
更に Belt及び Pease (1956)は暗乳類の副腎，
黄体等に於て所謂， Cristae mitochondrialesが
板状K非ずして， Mitochondria周囲の二重膜の内
層が突入せる管状構造なることを指摘せり。 
Belt and Pease - In most sites of steroid 
secretion the internal structure of the mito-
chondria is in the form of tubular reflections 
of the internal mitochondrial membrane， 
rather than plate-like cristae. 
上記の如く紐状或は管状をなす Cristaeを含有せ
るMitochondriaを余は Mitochondriaの第 1型
と名付けんと欲す。乙れに対して Mitochondriaの
第 2型と考えらる〉ものに於てはその内部に多数の
微細頼粒叉は胞状物を含有せる例も亦少なからず，
Bargmann (1955)が Xenopus細尿管細胞に於
て，層状構造を有する Mitochondriaの他Iζ泡沫
状の構造をなす Mitochondriaありとなせるは，
かくの如く微細頼粒叉は胞状物を有するものを指し
て記載せるものならんかと思わる与も，彼は之を図
示せざりしを以て明らかならず。
Bargmann，Knoop u. Schiebler (1955): Da 
man neben lamellar struktuierten Mitochon-
drien auch solche mit wabige Strukturen fin・
det. 
余の観察によれば， Mitochondria内に認めらる
》泡状物体は，一般細胞内l乙汎在せる Mikroso・ 
menと形態学的に極めて類似し，その或る者は， 
Mitochondria 内 K包含せらる~ MikrosomenIζ 
他ならずと思考さる。
然して Mitochondria内の Mikrosomenも亦
じMikrosomenと S-Mikrosomenの両者を区別
し得るものなるが，乙れらは共lと屡々念珠状lζ連ら
なりて紐状物を作ることあり。時としてこの組状物
の発達Kよりて管状物を生ずる乙とあるを思わし
む。即ち Mitochondria内の所謂， Cristae mito-
chondrialesなるものは Mikrosomen並びにそ
の念珠状連結物より発達形成せらる〉ものならんと
思考するものなり。 
即ち余は第2型の Mitochondriaは第1型に愛
ずる可能性ありと信ず。この点lζ 関し Peaseと
Baker (1950) は腎細尿管上皮細胞の Mitochon-
driaを初めて電子顕微鏡lとより観察し，その内部lζ
疎lζ配列せる微小なる頼粒を存し，乙れは屡々格子 
状lζ醍列する傾向を有すと記述せり。
市して，氏等によれば，乙の Mitochondria内
の頼粒の大きさは 30-50mμ なりとい~，余が前述
せる Mikrosomenの大きさに略一致するは興味あ
る所なり。 
Pease and Baker (1950) - The vacuoles 
(Mitochondria) contain loosely arranged. mi-
nute，dense particules. The latter tend to be 
organized a lattice . The particles as mea-
surae in the best micrographs between 130--
50mμin diameter. 
更に Hartmann (1953)は神経細胞に於てかう
る見解K類似せる所見を表明せり。即ち大部分の 
Mitochondria は 150~300A。の直径を有する多数
の徴細頼粒より成立する如く認めらるという。 
Hartmann(1953): In thinner sections most 
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of them (mitochondria) appear to be made するが，核上部Iとも全く無きには非ず。但し，核下
up of granules ranging in diameter from 150 部に比すれば核上部のものは，や〉疎lζ排列し，そ
to 300A. の方向もや〉不定なり。核下部及び側部に密集する 
而して Mitochondria内児所謂 Cristae mito- Mitochondriaは多く樗状はして概ねその長軸を細
chondrialesの明視せらる〉場合に，乙れは Sjos- 胞の縦の方向に向けるが，切断方向によっては惰円
trand及び Rhodin (1953)の図示したる如く，長 形，コ Yマ状等多種の形態にて出現し，大きさも種
軸lと対して横に平行lζ並ぴ、7こる例も少なからず認め 々雑多なり。時として， MittelsWckの Mito-
らる〉も厳密には必ずしも平行lと並ぶとは限らず， chondria IL特徴的なる所見はや〉犬型の Mito-
屡々分校し叉隣在せる紐と交叉するが如き像を見る chondria Il:於て，その内部に， 斑紋状lと明るき個
ことあり。 所を発見し，か与る個所lζ 於ては Cristaemito-
更iζ稀lζはζれが， Mitochondria長軸に対して chondriales不明瞭となり，屡々全く亡失せるを認
縦の方向に並ぶ所を認めらる (Figs.6，7)。球状 む (Figs.4，7，10)。これ固定不良に基く人工的産 
Mitochondria にては時として恰も放射状に並ぶと 物lと非らぎるととは，他の細胞成分の極めて良好に
思わる L感を与うる排列を認めらるくFig.9)。 保存せらるうに反し，斯部にのみ，か、る現象を認、 
Cristaeの終端が Mitochondria外lζ延びて Mi- むるによりて明らかなるべし。 MittelsWck細胞の 
krosomen連終糸と連結するの状を認むる事も亦 基底部lとは，複雑なる形態を有する翻胞内管系統を
少なからず。本動物の HalssWckの細胞は遊離面 認むるを特徴とす (Figs.5，11，14，16)。 
lζ繊毛を有するを以て容易に他部の細胞と区別し得 か与る管系統と Mitochondria とが極めて密接
るものなるが，か〉る細胞にありては Mitochon- なる関係を有する点は注目に値するものなり。即ち 
driaは主として核上部或は核の両側K散在するを例 細胞基底部lζ存する管は複雑に迂曲蛇行しついと
とし核下部には極めて僅少なり (Figs. 1~3)。而し の附近に密集せる Mitochondriaを包囲するに至
て繊毛直下即ち，繊毛根の密集せる部位には反って るを目撃し，その管腔は細胞基底部氏於て細胞外K 
Mitochondriaの存在を認めざること常なり (Figs. 関口するを認む (Fig.8)。 
19，20)。 而してか〉る管腔lとよりて包囲せられたる Mito-
Halsstuckの Mitochondria Il:関しては服部 chondriaは極めて屡々先ず肥厚膨脹し次いで前述 
(1937)が，光学顕徴鏡花 ζれを観察し fPlastoso・ せるが如き内部構造の融解亡失を来?こしたるものを 
menは上部及び側部に認むるを得れどその数少く， 認め，或は Mitochondriaが管内腔に露出せるか
細胞基底部は明るく見ゆJ云々と記載せる，余の所 の感を与うる所あれ
見も亦，乙れに一致せり。 叉，か〉る所lとありては特Il: Mitochondria内 
Hauptstuckの細胞は高円柱状にて周知の如く遊 部構造の亡失著明なり。一方核上部lζ疎lζ散在せる
離酉lと刷子縁を有す。従ってとれ亦，他の細胞と鑑 Mitochondr iaはかくの如く管系統lとより包囲せら
別は容易なり (Figs.1，2，17，18)。 れざるもの多く，かシる Mitochondria Iとありて
この細胞に認めらる'> Mitochondriaは核下部 は基底部に於て包囲せられたる Mitochondria Il: 
k多きも，核の側部或は上部にも散在し，長梓状の 比して遥かに小型にして，かつ，内部構造の亡失を
ものと球状のもの混在せり。特に核上部には球状の 示すもの稀なり (Figs.4，7，10)。
もの多く，核lζ接して帯状に排列す (Fig.2)。 おそらく Mitochondriaの内部を占むる物質が
繊毛をも Burstensaunをも有せぎる細尿管上皮 何らかの菱化を来たして， Autolyse Iとよりて愛化
細胞は，服部による光学顕微鏡所見によれば， Mit- したる Mitochondria内物質は管系統を通じて細
胞 lstuckの細胞ならんと思わるくFigs.5，14，15)。 胞外lと出で淋巴間隙lζ導き去らる〉ものならんど考
しかも， ζの種の細胞における Mitochondriaの えらる。
排列状態等は，服部が Mittelstuckとして記載し か》る形態的所見が， ζの部の腎細胞の機能と如 
7こる所と極めて類似す。即ち Mitochondriaの数 何なる関係にありや未だ詳らかにするを得ざる所な
は他種細胞に比して著しく多く，核下部にて，ほ Y れども，注目すべき現象なりと思わる。
細胞の長軸に従いて並列し，極めて多数密集す。か 第 3節細胞内管状構造 (Infoldingに就て〉
、る Mitochondria集団は，核の両側部にまで達 トノサマガエル腎臓に於ては，前述せる如く木構造
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の細胞に於てもMittelstuckも1ζHauptstuckは，
著明iと認めらる〉ものにして，常に細胞基-底部氏出 
現し，その発達には種々なる段階ありて，基底細胞
膜に接して迂曲重畳せる僅かの小管を認仕るものよ 
り，核の下部全域を充し，更に核の側方へ延びて，
核上縁に近くまで発達せるものまで，その出現は種
々なれ
最も発育弱き例にありては，基底細胞膜に接して 
処々 K迂曲せる線状を以て出現し (Figs. 11，14)， 
管腔が極めて狭きため，や〉厚き切片では一見紐状
l乙見ゆれども，極めて薄き切片を仔細lζ 検討すれ 
ば，糸状物は二重線なること判明し，極めて細き小
管ならんと思わる。
その末端は細胞質中iζ官端を以て終る乙ともある
が，その末端より更に微細なる線維状物が伸びて
Mikrosomen連結糸に移行する状を認む (Figs.4， 
8)。か Lる発育弱き，おそらく発生初期と忠わる〉
小管は，細胞基底部lζ存するを常とすれども，乙れ
が細胞外l乙関口するや否や不明瞭なること多し。し
かし基底細胞膜K接続すると忠わる〉像応接するこ
ともあり。
而して，前記の如き，発生初期と 思わる〉発育弱J
き小管構造の上方には，長梓状の Mitochondria散
在せるを見るも，か〉る発生状態 lとありては，未
f:，Mitochondriaと小管構造との間には何等特別
の位置的関係を認めず，叉 Mitochondria も比較 
的小忙して内部構造は極めて明瞭なれ 
然る lと，該管状構造の発達極めて高度化したる場
合にありては，個々の小管は極めて長く伸長すると
同時にその内院を拡張し，恰も運河状或は湖状をな
して，細胞基底部より核側部氏到達し，極めて複雑
に迂曲しつ'). Mitochondriaを包囲するに至る 
(Figs. 4，8，9，16)。かくの如く発達せる管構造は
上述の如く細胞基底部に於て処々細胞外K関口せる
を明視し得るものなり。
かくの如き状態の管構造lとより囲まれたる Mito-
chondriaは肥大し大型 Mitochondriaと化し，叉 
その内部氏斑紋状lζ明部が出現して，内部構造の亡 
失を来たすは既に前節に記載せるが如レ。
Sjostrand及び Rhodin (1953)はマウス腎の 
Hauptsuck細胞の基底部に余がこ ').1ζ記載したる
物体K類似せる構造を認め， intracel1ular cyto・ 
plasm.ic membraneと呼称し Mitochondriaを
囲む小区を形成すると述べたるもマウス腎にて，こ
の構造は細胞長軸lと縦f"c.，概ね直線状 Iと位置し，余
がζ〉托認めたるが如き複雑迂曲せる像を示さず。
Pease (1955)も亦，ラッテの腎臓において，同
ー構造を発見し， “infolding of basal plasma 
membrane"と称せり。
氏の所見Iとありては， Sjostrandと Rhodinの
記載と異なりて， Hauptstuck (proximal tubule) 
にも存在するも，寧ろ SchaltsWck(distal tubu・
lめに於て著明にしてや》高度の迂曲を示せるも，
余が蛙腎の Mittelstuck R-発見したるものに比す
ればその迂曲はや〉簡単なり。 
Pease (1955)によれば，細尿管上皮細胞のか〉
る迂曲せる管系統は，基底部の細胞形質膜が内部に
複雑に陥入したるものにして，か〉る像は主部(近
位部〉及び介在部(遠位部〉の両曲細尿管民共lζ出
現し，特に後者lと著しく細尿管上皮基底部の表面積 
を増大するものなりという。 
Bargmann (1955)等は両棲類 (Xenopus)腎細
胞につき電子顕徴鏡による視察を行いし唯一人なる
が氏等の所見Iとありても，か〉る複雑な管系統は， 
Hauptsuck R-認められず，所謂“FlaschenZel1-
segment" Iζみらる〉という。
同氏の写真lζ現われたる形状は余の写真に認めら
る》所と類似するも余の場合とトノサマガエAR-見
らる〉所見比比すれば，やはり単純lとして，迂曲の 
複雑性はより低度なり。
Bargmenn，Knoop，und Schiebler ..….Die 
basalen Abschnitte der nicht sekretorisch・
en Elemente des Flaschenzel1abschnittes im 
Nephron von Xenopus laevis werden von 
Doppel-lamel1en (Breite etw. 300AO)，durch-
setzt，in denen sich die osmiophile Grenzme-
mbran das Zel1basis in das innere Zel1fort-
setzt. Nahe der Basalmembran sind diese 
Lamellen vielfach stark eingesellt. 
か、る構造は，ひとり腎細尿管l乙見らる与のみな
らず， Pease (1956)，Maxwellと Pease (1956)， 
Beams，Tahmisianと Devine (1955)，Beams， 
AndersonとPowers(1956)，市川及び入江(1957)
等によれば，脈絡叢上皮，眼球毛様体上皮，唾液腺 
条紋部の上皮，昆虫の Malpighi氏管細胞及びザリ
カ、、ニの腎細尿管上皮lとも存在すと Liう。
而して，乙れが機能的意義に関しては， Pease 
(1956)は，水分の運搬に役立つものと述べたり。 
Pease(1956)- It seems signi自cantthat all 
four of these epithelia are noted for the water 
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transport，and the specialization is preseem~ 
ably related to this function. 
更に Ruska，Moore及び VVeinstock(1957) 
は腎臓(鼠〉主部絢尿管の上皮細胞基底部氏出現せ
る核構造はその小管腔を随時拡大，縮小せしめて内 
部の水力学的圧力lとより，基底膜を通じて水分を毛 
細血管へ圧入せしむるものと論じ，この部lζ存在せ
る Mitochondriaはその内部K包蔵する酵素によ
り，かくの如き機転に必要なるエネルギーを供給せ
るものなりとせり。
粒とこれよりや〉大なる楕円形の空胞を認め得るも
のなり (Figs.1，2)。
頼粒は Mitochondriaより遥かに小にして Mi・ 
krosomenと区別し難き大きさのものより， Mito-
chondria よりや〉大なる直径(梓状 Mitochon-
dria にありては，その横l隔を以て直径となす〉を有
するものまで種々なる大きさのものを認む。
而して，か〉る頼粒は，常に球形にして，時とし
てや〉卵形と思わる〉ものありと雄も，長楕円形叉
は梓状をなすを認めず。 Mitochondriaと具る所以 
Ruska，Moore and VV einstock (1957)ーIt は，か与る頼粒が明瞭なる被膜することなく， Mi-
is supposed that this basal unit serves for 
excreation of reabsorbed fluid from the cel1 
into the labyrinth and for the development 
of hydrostatic_ pressure in the labyrinth to 
overcome the cappilary pressure and to pass 
the reabsorbed fluid. into the blood stream， 
Furthermore，we are justified in assum司 
ing the participation of mitochondria in fl.u-
id excreation and pressure development 
since Chappel and Perry demonstrated that 
mitochondria extrude water in the presence 
of low concentration of ATP against the 
osmotic gradient. 
かくの知く細尿管細胞の基底部K存する小管構造
の意義に関し， 2-:.-3の学者は水分の運搬に帰せしめ
んとする傾向を表明せり。
余はその推論を全く否定し去らんとするものK非
ず。然しながら，蛙細尿管K於て ζ〉に観察せしが
如き Mitochondriaの肥大，その内部構造の亡失
並びにとれと小管内陸との連続なる事実は移動しつ 
〉ある水分lζ混じて Mitochondr ia物質等の細胞
外への流出を示唆するに充分なりと信ぜらる。
第4節頼粒及び空胞
服部によれば，トノサマガエル腎細尿管 Haupt-
stuckの細胞には，核上部lと頼粒及び空胞を認むと
云う。而して「頼粒は正円形lとして上部及び側部lζ
認められ， Plastosomenより濃く染まる Jという。 
叉空胞はっきでは「乙の細胞は Burstensaum と
Plastosomenと堺する部K一列の空胞を有すJと
記載せれ
余の電子顕微鏡所見にありては， Hauptstuckの 
細胞は Burstensaumを有するを以て，容易促他 
の細胞と区別し得るものなるが，その核上部，即ち
Burstensaumと核との問の細胞質内l乙毎常球状頼
tochondria R.認めらる〉が如き内部構造を示すこ
と全くなく，極めて濃厚にして Mitochondriaよ
り遥かK暗黒に認めらる〉点なりくFig.12)" Mi-
krosomenと同大なるもの，或はそれより小ならん
と思はる》如き範囲には，かくの如き頼粒なりや，
或は Mikrosomenなりや，その鑑別に苦しむこと
あり。
かくの如き所見より考慮するに， 乙':.1ζ単lζ頼粒
と称したるものの本態は未t:明確にするを得ざる
も，おそらく， Mikrosomenより派生したる頼粒
にして， Mikrosomenの肥大成長するに及びて，
その周辺氏密度大なる物質を駿着し，電子顕微鏡写
真κ暗黒の球状物体として出現するものならん。市
して，核頼粒は，その分布排列に於て，服部の頼粒
と全く一致するものにして， Hauptstuck細胞lζの
み認められ，且つ同所の細胞では細胞基底部に発見
せられず，必ず核上部に発見せらる〉点，同氏の記
載は合致するものなれ叉，その形態，毎常円形の
形態をとる点も亦，服部の記載に一致し，かっ，
Mitochondriaよりも，濃染して見らる〉との記載
に対しては，余の観察lとおける該頼粒が電子顕微鏡
写真にありて，常IC: Mitochondriaよりも暗く認
めらる〉点と一脈相通ずる所なり。
もとより Hamatoxylin IC対する染色性と無染 
色標本の電子顕微鏡写真における濃淡とは必ずしも
一致するものに非らざれども，従来の経験に徴し
Heidenhain鉄へマトキシ日ン染色lとて暗くみらる
〉細胞内構造の電子顕微鏡写真にありても濃くみら 
るうという通性は存在するものなるべく，一部の例
外を除きでは，例えば Mitochondria，Mikroso・
men，核等何れもへマトキシリパζ濃染すると同時
K電不顕徴鏡的lと暗黒lζ現わる〉を以て，オスミウ
ムとの親和性を考えざるべからず。同してオスミウ 
ムに濃染する物質として脂肪が古くより知られたる
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ものなれども，単に本頼粒が電子顕微鏡写真に於て ることを明示し，オスミウムの還元により濃暗に認、
暗黒lζ見らる〉という事実のみを以て本頼粒が脂肪 めらる〉事実を指摘せり。叉民等のいう空胞が余の
性のものなりと断定するを得ず。乙).~と示したる空胞に極めて類似し，ほとんど同一
一般に脂肪滴は他の細胞質合有物l乙比し極めて大
型となる事多きも，本頼粒にありては，かくの如き
ことなし。叉先人の文献を見るに腎臓 HauptsWck
の細胞内κ多量の脂肪滴ありとなす報告を知らず。
よって，本頼粒にはリポイド等の含有する可能性な
しとせざるも，直ちに本頼粒を脂肪滴と固定するが
如きは余の敢えてなさざる所なり。 
Hauptstuck上皮細胞に見らる〉空胞は，余の電 
子顕微鏡写真Kありては，常に核上部に出現し，大 
型惰円型なり (Figs.1，2，17)。即ち，その大きさ 
は Mitochondria或は前記頼粒に比して蓮かに大 
kして核を除くすべての細胞内構造lζ於て最も大型
なり。楕円の長軸は特定の方向lζ向わず，その分布 
領域は Burstensaumの直下より，核の直上部K至 
る聞に於て，広く分散存在するも，核の側方乃至下 
部民於ては，発見することなし。 
ζの点に於て，服部がー列lζ並列すると述べたる 
所とや〉所見を異tとすれども，毎常，核上部， Bur-
stensaumの下l乙現わる、点に於て一致せり。
叉本空胞は Hauptstuck IL限りて発見せられ，
他部上皮細胞に出現すること無き点も服部の所見に
一致する所なれ本空胞は「空胞jなる名称を附す
るにはや〉当らざる所ありて，その内容は決して空
虚には非らず。
然れども，その内容の概ね一般細胞質l乙比し明淡
なるにより， r空胞jなる語を用ふるも必ずしも虚名
l乙非らざるべし。ともあれ，か〉る空胞は極めて濃
暗に認めらる》薄膜を以て周辺を境界せられ，内部
は，一見網状は認めらる。
詳細K之れを観察すれば，微細頼粒充満し，かつ
か〉る頼粒が縦横i乙連なりて網を形成する如く認め
らる。而して，頼粒lζ非らざる線維状物も亦認めら
れ，線維が頼粒を連結して網を形成するものならん
と思わる〉所見ありくFigs.2，17)。然れども，か
》る頼粒或は線維は何れも， Mikrosomen或は
Mikrosomen連絡糸に比し，遥かに濃度淡く認め
られ， I明らかに異れる物質ならんと思わるうものな
り。或は ζの物体を形成せる物質が標本作製時に凝
固して生ぜる像ならんか。 Sjostrand及び Rhodin
(1953)はマウスの腎細尿管にありて，核上部氏頼粒
及び空胞の存在を認めたり。
氏等はこの頼粒が， Mitochondriaの断面lこ非らざ
形態を有することは氏等の記載並びに電子顕微鏡写
真と比較検討するにより容易に肯定し得るものな
り。 Sjostrand等は該空胞が人工産物による空胞に
非ずして，蛍光顕微鏡花よる観察Kより，黄色の鐙
光物質を合有する頼粒に一致するものなるを示せ
れ
Sjδstrandand Rhodin - Big vacuoles and 
granules consistently are present in the in・
termediate cell zone. The vacuoles not due 
to interfere fixation. They correspond to 
the granules which are best studied in the 
自uorescencemicroscope due to their contain-
ing yellow fiourescent substances. These 
substances are easily dissolved in water and， 
therefore，are removed during the fixation 
andembedding. These granules are replaced 
vacuoles. 
市て氏等は，此の種の空胞と前述せる頼粒は同-
物にして，頼粒内の物質が水溶性なるを以て，固定及
び包埋の操作中氏溶解して空胞化するものならんと
結論せり。然れども余の所見にありては，頼粒と空
胞は，その分布領域をや〉具にし，大きさの点K於
て全く懸隔し，さらにその内部の濃度に関しては全
く移行状態を発見せず，叉光学顕微鏡所見に於ても
服部は空胞及び頼粒は別個に認めたるが如く，余も
亦この両者を同一物と考うるを得ず。 
元来別個の存在ならんと思惟するものなり。もと
より Sjostrand等と余の実験材料は同一ならず，
頼粒，空胞のみならず，他の細胞構造につきても，
崎乳類と両棲類とは大いに異なれれ
従って，余の所見のみに基きて Sjδstrand等の
結論を批判するを得ざる所なるも少くもトノサマガ
エル腎細尿管 Hauptstuck細胞にありては頼粒と
空胞ありて，乙れらは別個の細胞内構造なりと考え
ざるを得ざるものなり。 
この点に関しては従来両棲類の腎細胞を電子顕微
鏡花より観察したる唯一の学者たる Bargmann等
が何等の記載をも残さぎりしは誠に遺憾とする所な
り。 
第 5節制子縁 (Burstensaum)
トノサマ刀、エル腎 Hauptstuckの上皮細胞は，
内腔側遊離面に毎常刷子縁を有するを認む。刷子議
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の構造は，密に排列する多角柱状の管より成り，そ
の長さは概ね一定して約1.8μ，管の直径は約 60
mμ なれ個々の管は，濃暗なる薄膜を以て周辺を
境せられ，内部はや〉明るき管腔を存し，管腔内容
は，細胞形質と交通を有するもの〉如し。管の上端
は鈍円なる閉鎖壁を形成し，細尿管内陸に突出せり
(Figs. 2，17，18)。即ち刷子縁の壁をなす薄膜は細
胞遊離面における細胞膜の延長なりと思わる。
即ち Hauptstuck細胞に見らる〉刷子縁は，他種
上皮細胞について屡々報告せられたる microvilli
に類似する構造なれ然しながら microvi1i!r比
すれば極めて整然たる排列と構造を有するものにし
て，その長さも幅も略一定なる突起が極めて密に排
列しており， microvilli K於けるが如き多数の分
岐を認むるが如き事なし。
刷子縁の基底部lζ近き細胞質内lとは，多数の Mi・ 
krosomenが特に密lζ排列すること多く，刷子縁基
底部l乙近くや》大型の空胞状の頼粒の存在を認、むる
ととも多し (Figs.2，17)。か〉る頼粒は大小種々
にして，比較的小なるものは，一般 Mikrosomen
と異る所無きも，大型のものは著明なる空胞状をな
し，其周辺は暗き膜lとより包まる ο但し内部は極め
て透明なる胞状体なり。
此の周辺の膜は，刷子縁を構成せる小管の壁をな
す膜よりも厚く，核上部氏存在せる大空胞の被膜に
比敵する厚きを有す。
か〉る小空胞の形は真球形のもの大部分なれど，
特lζ楕円形のものも認む。その大きさは，最も大な
るものはありても Mitochondriaの/トなるものlζ
比して，更に小なり。即ち約 250mμ の大きさをも
って極限とし，乙れより小なるものは，種々ありて
前述せる如く，小は Mikrosomen大江至りて，一
般の Mikrosomenへの移行型の存するものあるを 
J思はしむ。
トノサマガエノj，. Hauptstuck における刷子縁及
びその基底部の構造は以上の如く lとして後述せんと
する繊毛乃至その根部の構造とは全く異なれれ
両者は明らかに別個の上皮細胞の構造なりと考え
らる。 
Sjδstrand及び Rhodin (1953) は，鼠腎の 
Hauptstuck細胞における刷子縁構造に関し，記述
せるも，その所見は余の見7こる所と大いに異れり。
乙れ恐らく実験動物の相違によるためならん。即
ち， Sjδstraud等lとよれば，刷子縦は，一つの細胞
内の層にして，縦lと密集して排列する多数の小管よ 
り成るとなす。
個々の小管の大きさ等花関しては余の所見と概ね 
一致するものなるが，か〉る小管が末端(細尿管内
腔倶り に於て盲端 lζ終るのみならず，中心側 α回目包
側)!と於ても盲端を以て終ると倣すことにして，此
点余の所見と具る所なり。 
余は前述せる如く，刷子縁の小管は管腔面の細胞
形質の突起と考うるに反し， Sjostrandは両端共に
閉鎖せるものなりと考えたり。叉，彼は刷子縁の基
底部は，細胞質の迂曲せる棒状体と連結すと説く
も，か〉る物を認むる事能はず。
た，>-'，上記の如き空胞状頼粒の密集を認めたるに
過ぎざるなれ叉 Sjδstrand等は，刷子縁の表面
は平滑なる膜により掩われその内部には縦列する極
めて密lζ並列せる蜂の巣をなせる細管なりとせり。
Sjostrand and Rhodin -When studied under 
the condition described here with a convoluted 
tubular lumen the surface of the cell facing 
the lumen "is smooth and the cells are bor-
dered by a membrane. 
From this surface a great number of tightly 
packed tubes or ducts of rather uniform di-
mensions extend towards the interior of the 
cell body. These ducts are c10sed towards 
the lumen and at their base. 
Here the walls of the ducts continue in rod-
shaped extensions which exhibit an irregu-
larly curved course within the intermediate 
cell zone. The ducts are lined by a dense 
surface structure. 
Between two adjacent ducts these surface 
structures form a double edged wall，a less 
dense zone separating the denser surface 
structures of adjacent duct walls. When cut 
a cross，the “brush border" appears like a 
honey-comb. 
之に反し， Pease (1955)は，余がこ).!.r観察し
たる所と殆んど同様の所見を鼠腎細胞において得?こ
り。即ち「刷子縁の突起は，細胞形質上端部の単な
る延長Kして，その密度は細胞形質におけると等
し。時として細胞形質上端部において認むと同様の
頼粒をその内部に認、む，オスミウム親和性の表面膜
は，細胞表層膜と同一なり J云々となせり。 
Pease - The processes of the brush border 
are simple extensions of the apical cytoplasm. 
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The density of the cytoplasm is. identical. Besitz superordentlich langer Geisseln aus. 
One can look ever exactly like the smal1er 余の所見によれば Hauptstuckの細胞は比較的 
granules of the apical cytoplasm. The osmio・ 周平なる般子形にして， Mitochondria少く，電子 
phile surface membrane is the same as on the 顕微鏡的にも明るき細胞形質を形成す。細胞遊離面 
cell surface everywhere. からは，や〉長き繊毛多数を発生し，繊毛は Faw司
而して， Sjδstrand等の所見にありては，細尿管 cett，Porter (1954)，Bargmann (1955)等によっ
内腔は，常κ閉鎖せられ相対する上皮細胞の刷子縁 て報告せられたると略々同様の微細構造を有す。
は其末端氏於て互に相接触せるもの〉如し。然るに Fawcett and Porterー incross sections the 
余の所見及び Peaseの写真にありては細尿管内陸 cut ends of 11 ar two of these ，yvisible工・e clea
は開放され， Sjostrand等比於けるが如き所見と相 are observed as pair in the center and 9 in 
反せり。 a circle around them. 
ζれを評して Peaseは固定中l乙細胞が水分を摂 即ち，繊毛の亘角lζ横断されたる所を見れば，周
取して膨化せるため，内腔は閉鎖しかっ刷子縁を形 辺l乙9木の軸糸あり，中心には 2本の軸糸を有して
成せる管状突起相互間の腔も亦消失せるものならん 恰も車軸状の観を呈す。切片の方向が繊毛の長軸に
と称せり。 Hauptstuck細胞の核上部作大型の空胞 対して斜なる場合は，中心軸糸の 2本の存在するを
の存在することは既 K記述せる所なるも，鼠の 識別する ζと困難なれ 
Hauptstuck細胞にありては， Peaseはこの空胞が 叉，外周の 9本の軸糸も亦判然と計算し難し。然
細管によって細胞遊離面lζ直結せられ，空胞の内陸 れども断面の形態円形にして，ほゾ正しく横断せら
は細管を通じて， Burstensaumの突起の聞に開く れたるものと考えらる〉例にありては，上記の軸糸
となし，叉この導管が Sjostrand等の刷子縁基部 数を求むる乙と困難民あらず。繊毛の縦断せられた
に速結せる揮状体と等しとなす。 るものを見れば，屡々繊毛が 3本の平行線の如く見 
Peaseー One can demonstrate that at least られ，個々の線，即ち，周辺及び中心軸糸は，一定 
sometimes the vacuoles communicate with の間隔を保ちて濃厚なる結節を有し，恰も念珠状の 
the lumen by transverse ducts that open 外観を有し，かつ，か〉る結節を横K連ぬる極めて 
between brush processes. These no doubt 繊細なる糸状物ありて梯子状の構造を有す。戯毛横 
represent the “rot the bell extension" of 断像にありては中心軸子と周辺軸糸を連結せる軸糸 
Sjostrand and Rhodin ('53). が放射状lζ認めらる〉場合あり。
然しながら，前述の如く余の観察I乙よりては， ト Fawcett及び Porter (1956)は，ハマグリの鯨
ノサマガエル腎の Hauptstuck細胞にありては大 に於て，繊毛軸糸lζ微細横紋或は念珠状外観を呈す
型空胞と細胞表面を速結する管状物又は刷子縁基底 るものあるを認めたり。
部K延長させる梓状{本の如きものは之を発見するを Fawcett and Porter - Occasionally in 
得ざ、りき。 micrographs of good resolution there has 
第 6節繊 毛 been a suggestion of beading or宜ne banding 
トノサマガエノL腎細尿管中，Halstsuckの細胞が along the filaments. 
長き繊毛を有することは，既に服部(1937)により 之を要するに繊毛の構造は，単Kll本の軸糸が
報告せられたり。 車軸状lζ排列したるのみに非らず，仔細lζ観察すれ
服部(1937)ー rHauptstuckの細胞には Burs- ば，個々の軸糸は微細頼粒の連続より成り，頼粒を 
tensaum‘を有すし， Halsの細胞には繊毛を有する 縦lζ連ぬる組糸と共に 1軸糸の間lとは頼粒を横lと連
乙とを以て両者の区別は明確なり J。叉 Bargmann ぬる紬糸ありて立体的なる格子を形成するものなら 
(1955)は Xenopusの腎 HalssWck Iこ繊毛の存 んと思わる。かくの如く繊毛の基礎構造が頼粒及び
することを述べ，且つ乙れを電子顕微鏡花て追究せ これを連結する細糸より形成せらる》点において，
り。 Mikrosomen及び Mikrosomen連絡系の関係l乙
Bargmann，Knoop und Schiebler - Das 極めて類似す。た Y細胞形質内l乙認めらる'> Mi-
kubische Epithel des Halsstucks des Nephrons krosomenが犬小不同なるに比し，繊毛内の微細
von Kral1enfrosch zeichnet sich durch den 頼粒(或は軸糸上の結節〉が概ね一定の大きを存
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し，排列も亦，極めて整然たり。然れども，その大 
きさは Mikrosomen1<:比敵するものなれば，或は
両者は極めて近親なる関係にあるものならんか。お
そらく繊毛を形成せる軸糸も亦， lV(ikrosomen及
び，その連絡糸の~形せるものならんと思わる〉も 
のなり。
繊毛の基底部，即ち細胞表層Iζ一致せる部分に於
て，繊毛はや〉太くなりて円筒状，或は楕円状をな
す。乙の部にありては，繊毛の中心軸糸は消失し
て，中空状を呈し，周辺軸糸のみ認めらる (Figs. 
19，20)。 
ζれ所謂 BasalkorperchenlL相当するものなら 
んか。而して此の Basalkδrperchenより内方細胞
形質中には繊毛根侵入す。繊毛根は一見細き線維状
に見られ，繊毛よりも細く叉繊毛lと見られたるが如
き，多数の軸糸の車軸状排列の如きを有せず。概ね
一個の Basalkorperchenより 1本の繊毛根出ずる
も，その光端は叉状l乙二分すること多しくFigs.19， 
20)。 か〉る場合二分せる各々は必ずしも同じ太さ
とは限らず，一方が他方より太き乙と屡々なり。
文献を徴するに， FawcettとPorter (1954)は，
軟体動物腸管に認めらる〉繊毛上皮にありては基底
小体より 2本の繊毛根を生ずるを認めたるも，両棲
類 (Ranapipiens)の咽頭及び卵管にありては繊
毛根は 1本なりと述べ，更に Ranaの腎細尿管頚部
Iとあっては発達良好なる蛾毛根を認めずと述べ，余
の所見と異りたる所多し。これ実験動物の種別の差
に由来するものなりやも知れざるも， Rana nigro-
maculataの腎尿細管 Halsstuck 1とありては明ら、
かに二叉状応分裂する明瞭なる繊毛根を有すること
附図写真に明示せる如し (Figs.19，20)。
Fawcett and Porter - The basal corpuscles 
are cylindrical in their upper portion with 
their flat upper surface continuous with. the 
basal plate of the cilIum which in their lower 
portion they seem to taper to a blind point 
from which a single rootlet arises. 
This segment of the nephron is called the 
“ciliated neck" ... The五nestructure of the 
ci1iary apparatus in these cells resembles in 
most respects that in the cells of the pharynx 
and oviduct. 
A note worthly di旺erenceis the apparent 
absence of well-developed rootlets.……云々。
然るに Bargmann仁1955)等は Xenopusの
Halsstuckの細胞に横紋を有する繊毛根を認めた
りと述べ，余の所見と合致する所多し。但し彼等は
繊毛根の分岐或は後述する如き核との形態学的関連
につきでは全く記載する所なし。
Bargmann U s W. - Die von uns bei Xe-
nopus nach' gewiesenen quergestreiften Fi-
brillen durften denen der Wimperwurzeln en. 
tsprechen ...。
叉，繊毛根の方向は必ずしも一定せず，繊毛の方
向と根の方向が一致せる例無き K非らぎれども，多
くのものはその発生部民於て強く屈折し，甚しき例
にありては，繊毛の方向とは直角lζ折れ，細胞表面
に平行して走るあり (Fig.19)。
叉屈折著しからずして斜走するもの存在す。根の
分l肢は Basalkorperchenの直下に於て行わる〉と
とあり。叉蓬かにこれより離れて行わる〉ものも存
す (Figs.19，20)。
多数の繊毛密生せる所にありては，それぞれの繊
毛より発生せる繊毛根は概ね互に平行して東状をな
すも，時として，その方向不定にして隣接せる根の
互に交叉せるものを見る乙とあり。叉繊毛根が互に
相近接して恰も筆先の如く集束する場合も屡々認め
らる。か〉る場合，その集束せる尖端は，必ず核に
向う。
乙'>1乙注目すべきは繊毛を有する Halsstuck細 
胞の核は，他種細尿管上皮細胞の核と異りて，極め
て不規則な輪廓を有することなり。
しかも，、その不規則な部分は必らず，核の上方即 
ち繊毛lと向う面Iζ於てなり。即ち核上縁は，極めて
複雑なる陥凹及ぴ、凸出を存し，乙の部分のみを見れ
ば恰かも白血球の核を見るに初御たり。然れども， 
核の下縁は概ね平滑なる楕円或は円形をなす。更k 
注目すべきは前述せる繊毛根の多数の集束し，隼の 
穂先の如くなりたる尖端は，必ず，核上部の複雑な 
る陥凹の中の一個に入り，乙〉に終るものなり。然 
しながら，繊毛根が核膜民連続し，或は核の内部氏 
進入するが如き像は認められず (Figs.19，20)。 
かくの如き円錐状K集東する繊毛根の領域には 
Mitochondriaは侵入せず，た Yその周辺ーに群集す 
るのみなり。時に前述せる核の陥凹部内に Mito-
chondriaの集合せる像を認、むることありといえど 
も"か〉る部Iζ繊毛根は侵入しあらざるなり (Figs. 
19，20)。乙れを要するに上述の所見は繊毛運動と核 
の機能との聞に何等かの関係を示唆せんとするに足
るも，その真の関係は形態学的研究のみにより.ては
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充分lζ窺知するを得ず。
繊毛根は上記の如く核と位置的K極めて密接なる
関係Kありと離も，両者の聞に連絡移行等の事実な
し。よってか〉る関係を以て直ちに繊毛根或は繊毛
が核の作用と関係ありとは考えられず。叉 Mito-
chondriaとは上述の如く直接の関係なきもの〉如 
し。 Fawcett，Porterは El1iptisの繊毛に於て， 
繊毛根が核附近ι至って終ることを述べたるも，上
記の如き核の特殊形態との関係lζ就て記載せず，叉
他の文献についてもか〉る現象の記載は寡聞にして
未だK之を見ざるものなり。
Fawcett and Porter - Rootlet fibers can 
be traced down to the level of the nucleus， 
where they seem to end blindly without any 
special relationship to the nuclear membrane. 
次ぎに繊毛根を尚詳細に観察すれば，乙れは単な 
る線維lζ非ず。明らかなる横紋を有する線維なれ
即ち極めて相き繊毛根は恰かも念珠の如き外観を有
して，繊毛根に於ける 1本の軸糸lζ似，且つ， Mikro-
somenの念珠状連結と異りたる所なし。他方や〉
太き繊毛根は，むしろ積紋を有する紐状{本lζ観察せ 
られ，横紋筋繊維に類似す。 ζ の点に関し，同様
Fa.wcett，Porter (1954)，Bargmann (1955)等に
よる記載あり。何れも余の所見と一致する所多し。 
Fawcett and Porter ...，-Two fibrous rootlets 
80 to 100 mμin diameter arise from the lower 
end of each basaI corpusc1e and diverge as an 
angle of ~O to 15. These臼bershave distinct 
cross striae distributed as regular intervals 
of about 70mμalong their length. 
Bargmann u s w. -Fibri1en vor，die weise 
stel1en artig bundel zumammengefas stsind. 
Derartige Fibril1enbundel und Garben weisen 
eine deutliche Querstreifung .auf die Lange 
der Perioden betragt 500 A ……. 
Diese Fibril1en unterscheiden sich nicht 
undeutlich von denen der Wimp町、iVurzelnin 
den Flimmerzellen des Pharynx und Ei1eiter 
von Rana. 
云々と述べたり。上述の所見より余は繊毛根の細 
繊維なるものは， Mikrosomenの連結せる細糸と
形態学的に極めて類似す。叉繊毛の軸糸に於ても同
様の念珠状，或は結節状を呈するを以て，これ等の
間に何等かの発生学的関連の存するものならん ζと
を疑わざるものなり。即ち一般細胞形質内に於て， 
細糸(同物質)Iとより連ねられたる Mikrosomen
が不定の方向に排列するものが，次第に一定の方向
に並び来たり，東を形成しつ》繊毛根となるものな
らん。
この点Kっき，森(1936)は，光学顕微鏡的研究 
κ於て食用蛙顛毛上皮につき，顧毛根上rc.Mikro-
somenが一定の間隔をとりて配列せる事実を記載
し，余〈荒井 1953)も亦， トノサマガエル嘆粘膜上
皮lζ於て光学顕微鏡により ζの事実を認めたり。
結 論 
トノサマガエル (Rananigromaculata)の腎細 
尿管上皮細胞を電子顕微鏡により観察し，概ね次の 
如き結果を得た。 
1 . 細尿管上皮細胞の細胞形質中には約 30~150
mμlとして極めて徴細なる球状体充満する。共大型
なるものは光学顕微鏡を以て観察し得るものも存す
るが，小型のものは約 5mμ 程度lとして，電子顕微
鏡花よりて始めてその存在を認め得る大きさなれ 
余はか〉る球状体を Mikrosoni.enと呼ぶ。
2. この Mikrosomenを二種類に分つ，即ち上
記の如く大型のもの，小型のものなり，大型 Mikro-
somenは小胞状を呈し， 5羽 ikrosomen と呼ば
れ，小型 Mikrosomenは暗点実質状に認められ， 
C-Mikrosomenと称せらる。
是等 Mikrosomenの性質としては屡々ー列K並
列して念珠状を呈することである。
即ち個々の Mikrosomen頼粒に添絡連結する濃
暗なる細胞形質 (A物質〉ありてこれを包む，即ち
糸状或は紐状形態を呈するlζ到る。 
Mikrosomenの性質を観察すれば白から肥大成
長する能力ありと思わる。即ち小型の Mikrosomen
は成長する事によりて大型 Mikrosomenrc.移行す
るものと思考せらる。 
3. 電子顕微鏡的Ir.Mitochondriaとは Mikr・0-
somen rc.比し蓬かに大型なる形状を呈する別箇の
ものなり。其形態を 2型lζ区分する。即ち 1は其内
部l乙多数の紐状構造を有するものなり。即ちか〉る 
紐状構造は Mitochondria内部に存したる Mikro-
somenが肥厚し叉其数量を増すことによりて生じ
たるものと考えられる。
このものは多〉は Mitochondriaの縦軸lζ対して
横位K並列するも時として斜位或は縦位に排列する
ととも存す。乙れ即ち Palade学派の所謂 Cristae
mitochondrialesと名付くるものに属す。 Mito-
第 6号	 荒井: 腎細尿管上皮細胞の電子顕微鏡的観察 -1757-
chondriaの第 2型と名付くるものは単に其内部氏 状の管より成り，長さ約1.8μ，直径は約 60mμ な
多数の胞状頼粒を包蔵するが如きものにして一見泡 り。個々の管は濃暗なる薄膜を以て包まれ，管腔内
沫状内部構造を呈す。 部は明るく管上端は鈍円なる閉鎖壁をなすも下端は
かくの如き Mitochondria内胞状物は一般細胞 閉鎖せずして核上部の細胞形質に連続するもの〉如
形質に於ける胞状 MikrosomenCS Mikrosomen) し。刷子縁の基底部に近き細胞質中には屡々胞状の
と形態学的に区別を立て難し。 Mikrosomen存在し，時としてこれと刷子縁管腔 
4. 細尿管の内 MittelsWckの上皮細胞基底部 と交通せるを認むるととあり。 
lとは多数の複雑に迂曲せる小管構造あれその一端 9. 細尿管 HalssWck上皮細胞には繊毛を有
は細胞基底部の表面K関口し他端は，核附近の細胞 す。繊毛の微細構造は， Fawcett，Porter (1954)， 
形質内にて盲端lζ終る。か与る管は屡々分校を発す Bargmann (1955)等lとより，報告せられたる所と
るを見る o 異ならず。周辺1[9本の軸糸あり，中心l乙2本の軸
時として小管の内陸拡張して不定なる形態の空隙 糸ありて，車軸状lζ排列す。しかも，余の観察lこょ
を生ずる ζとあれ れば，これらの軸糸は，何れも念珠状をなし，一定 
5. 上述の如き小管状構造が発生すれば，細胞基 の間隔を保ちて濃暗なる結節を有す。かっ， ζれら
底部に多数存在する Mitochondriaを包囲するに の結節が縦l乙連らなり個々の軸糸を形成すると同時
至る。而して包囲せられたる Mitochondriaは然 1[，隣在せる軸糸の結節間lζ横の連絡あれ
らざるものに比し，一般に大型に肥厚する結果とな 即ち，繊毛の縦断面を観察すれば，恰も梯子状を
り且つその内部構造が屡々部分的に融解消失し明る なす。
き斑紋状部を形成せるものあり。かくの如くしで漸 繊毛軸糸の結節は Mikrosomenとほ Y同大にし
次崩壊に赴ける Mitochondriaは其内容を管系統 て，その排列も亦， Mikrosomenか連絡糸により
を通じて細胞外，即ち細胞周囲リ Yパ間隙に排世し て連結せらる〉状に酷似せるを以て，繊毛を形成す
終るものならんと思わる。 る軸糸も亦， Mikrosomen及びその連絡糸の斐形 
6. 主部細尿管 (Hauptstuck)の上皮細胞の核 せる同系民間するものならんと思わる〉ものなり。
上部氏特異なる頼粒及び空胞が観察さる。頼粒は概 10.繊毛の基底部民所謂 Basalkorperchenと思
ね真球形にして極めて濃厚暗黒氏認めらる。 わる〉もの存在せり。但し，乙の部分はありては，
該頼粒の大きさは球状 Mitochondriaとは明ら 繊毛の中心軸糸は存在せず，周辺軸糸のみ存在し，
かに異れれ又該頼粒の小なるものはMikrosomen 太くなりて円筒状を形成す。 Basalkorperchenょ
に比敵し得る大きさにして， Mikrosomenとの鑑 り内方に向い，繊毛根侵入す。
別lζ苦しむもの存するを以て，或は Mikrosomen 繊毛根は屡々叉状に二分することありて乙の時は
より移行委成せらる〉ものならんかと想像する所な 繊毛の方向と根の示す方向とは必ずしも一致せずし
り。	 て屡々屈折せり。叉多数の繊毛根が時lζ集束し，核
7. Hauptstuck上皮内に同様に出現する特別の 上部に向うを認め，この場合核上縁膜は甚しく不規
空胞は常に該上部lζ出現す。大率大型惰円形なり。 別なる凹凸を示し，繊毛根が集束し筆の穂先の如く
即ちその大きさは核以外のあらゆる細胞質内構造物 なりたる部分は ζの核上縁の陥凹部民向って終るを
に比して遥かに大なる位なり。 見る。然れども，繊毛根は核膜l乙附着し，或は核内
該空胞は薄膜を以て周辺を境界せられ，内部には 部氏侵入するが如き乙とは認められず。 
おそらく標本作製時 Ir.~回せる液状物質と思わる、 11.繊毛根の微細構造を観察すれば，単純なる線
微細頼粒lとより充満せられ，か〉る頼粒は， Mikro- 維に非ずして横紋状の縞模様構造を有す。即ち，極
somen 1[比すれば淡明にして，縦横lζ連らなり網 めて細き繊毛根にありては念珠状を呈し，多数の線
状を呈するを常とす。	 維集束する事により始めて横紋を形成するものな
該空胞は Hauptstuck上皮内にのみ出現するもの り。
にして Sjostrand及び Rhodinが黄色の蛍光物質 個々の細線維の構造は繊毛軸糸に類似し，叉
を含むとせるものに一致するものならんと思わる。 Mikrosomenの念珠状連結と極めて酷似するを以 
8 . HauptsWck上皮細胞の内腔遊離面には刷子 て，とれらの間の発生学的同調性を認定するに足る
縁が存在す。その構造は密K排列せる多数の多形柱 ベし。
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終りに臨んで終始本論文の研究指導K当られ
たる森田秀一教授に対し，衷心より感謝の意を
捧げ，叉此間色々御援助頂きたる森，喰代両氏 
共の他教室員各位K深甚なる謝意を表する。 
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附図略字説明 
s. s-Cytomembran 
Bm. 基 底 膜 
Bs. 昂1] 子 縁 
Ci. 繊 毛 
Cm. Cristae mitochondriales 
CMs. C-Mikrosomen 
Cw. 繊 毛 才畏 
Gr. 頼 粒 
If. 小管状構造 
Kll. コロイド塊 
Kp. 毛細血管 
Mt. Mitochondria 
Mv. Microvi1li 
N. 核
 
Ne. 核 イ本
 
SMs. S-Mikrosomen 
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附図説明
図 1，2. Hauptstuck細胞，細胞形質中に多数の 
M ikrosomen，M i tochondr ia散在し，刷子縁基
底部氏胞状の Mikrosomen を見る。〉ど 4，000 
x 8，000 
図 3. Mittelstuck細胞，基底部lとは発生担期の細
管状構造を認む。細胞質には多数の Mitochon-
dria及び胞状体あり。 x7，0000 
図 4. Mittelstuck細胞，基底部の肥大せる Mito-
chondriaを示す。 x24，000
図 5. MittelsWck，管状構造と Mitochondria及
び microvillix 19，000 
図 6. Mitochondria，Cristae mitochondriales 
及びコロイド滴。 X42.000
図	 7，8，9. 細胞形質内小管状構造lとよりて包囲せ
られたる Mitochondria，コロイド塊を認、む。図 
7の黒き不規則な物体はコロイド塊と考えられ
る。 s.Cytomembrane著明なれ X22，000 
X 12，000 X 39，000 
図 10. 肥大せる Mitochondria，Mitochondria物

質 (Matrix)融解亡失せんとする。 x22，000 

図 11. Mittelstuck細胞， 精進める小管状構造の

発生。 x6，000
図 12，13. MittelsWck細胞， Mitochon.dria と
小管状構造の種々相を示す。 X22，000 X 23.000 
図 14，15，16. MittelsWck細胞，細管状構造の発
達せるもの。 X11，000 X 12，000 X 20，000 
図 17，18. Hauptstuck細胞， Burstens8.umの横
断i象を示す。 Burstensaumは個々の小管の集合
より成るの細胞膨質内には大小空胞及び Mito-
chondria，微細なる Mikrosomenを認む。 
X 18，000 x 24，000 
図 19，20. Halsstuck細胞，繊毛及び繊毛根の状
態を示す。 x5'，000 X 8，000 
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